
地 841昭和53年 6月1日守護緩;総綴:l;I議終縦三議水と緑と花のまち絞0~ii~三:;:;

市政だより
の 動 き

5月 1日現在 前月比

人口計 6 3，2 1 8 +300 
男 30，35 5 + 126 
女 32，8 6 3 + 174 

世 帯 数 1 7，5 6 3 +145 
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ノミ
ン

ノミ
ン

約
3
万
人
の

人
出
で
に
ぎ
わ
う

した。

また、乙の外に野だてや生花展、市長杯争奪つな引き

大会などがあり、この方も大変なにぎわいでした。

通りの両側には、金魚すくいなど30居の出屈もならび

人の波でごった返していました。

乙の祭りも 6回目を迎えましたが、今回は他の団体の

協力もあり、 市民の祭りとして定着してきたようです。

『みんないっしょに集まろや』を合言葉に、大村青年

会議所(仲野淳一理事長)が、母の日の先月14日.桜田

の堀閣辺で 『パンパン祭り』を開催、家族連れなど延べ

3万人(主催者推定)の人出でにぎわいました。

乙の日ステージで、はノインド演奏やチビッ子歌合戦、タ

タキ売りなどがあり、一方、チピッコ広場では、にがお

え大会や竹細工の実演、ぬいぐるみ撮影会などがありま
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福
祉
医
療
費
の

受
給
資
格
者
証
を
更
新

七
十
歳
以
上
の
老
人
、
身
体
障

害
者
、
母
子
、
寡
婦
な
ど
が
使
用

さ
れ
て
い
る
福
祉
医
療
費
受
給
資

格
者
証
の
有
効
期
限
が
六
月
三
十

日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
資
格
者

証
を
更
新
し
ま
す
。

該
当
者
は
も
れ
の
な
い
よ
う
に

福
祉
課
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

申
請
さ
れ
る
時
は
現
在
使
用
さ

れ
て
い
る
資
格
者
証
の
ほ
か
次
の

も
の
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

@
老
人
医
療
該
当
者
は
印
鑑
、
健

一
現
在
、
町
の
名
称
が
公
称
の
字

一
名
と
、
い
く
と
お
り
の
通
称
の
町

一
名
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
範
囲
も
広

一
く
境
界
も
ほ
と
ん
ど
不
明
確
な
た

一
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
日
常
生

西
大
村
地
区

6
月

却

日

か

ら

康
保
険
証

@
身
体
障
害
者
医
療
該
当
者
は
身

体
障
害
者
手
帳
、
印
鑑
、
健
康

保
険
証

@
母
子
・
寡
婦
医
療
該
当
者
は
印

鑑
、
健
康
保
険
証

申
請
期
間
中
、
各
出
張
所
に
次

の
日
程
で
福
祉
課
か
ら
出
向
き
出

張
所
で
受
付
を
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
以
外
は
出
張
所
で

は
出
来
ま
せ
ん
。

申
請
書
受
付
日
程

町
名
町
界
が
変
り
ま
す

7
月

η
日
か
ら
の
予
定

※ 

活
を
始
め
、
市
な
ど
が
行
政
事
務

を
進
め
る
上
で
大
変
不
便
な
の
が

実
態
で
す
。

そ
乙
で
乙
れ
を
改
め
る
た
め
西

大
村
地
区
の
町
名
町
界
整
理
を
進

六
月
二
十
日

六
月
二
十
日

六
月
二
十
一
日

六
月
二
十
一
日

六
月
二
十
二
日

三
浦
出
張
所

鈴
田
出
張
所

萱
瀬
出
張
所

福
重
出
張
所

松
原
出
張
所

竹
松
出
張
所

六
月
二
十
三
日
・
二
十
六
日

西
大
村
出
張
所

六
月
二
十
七
日
・
二
十
八
日

大
村
地
区

六
月
二
十
九
日
・
三
十
日

出
張
所
地
区
は
い
ず
れ
も

午
前
九
時

t
午
後
四
時

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ
お
た
ず
ね

下
さ
い
。

福
祉
手
当
所
得
状
況
届
は

在
宅
の
重
度
障
害
者
に
支
給
し

て
い
ま
す
福
祉
手
当
を
現
在
受
け

て
い
る
人
、
ま
た
、
現
在
支
給
停

止
に
な
っ
て
い
る
人
は
、
毎
年
六

月
に
福
祉
手
当
所
得
状
況
届
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
に

め
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
住
民
の
一

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ど
協
力
に
-

よ
り
実
施
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
-

し
た
。

H

現
在
、
そ
の
制
度
切
替
え
の
準
…

備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
本
年
七
一

月
十
七
日
を
施
行
日
に
予
定
し
て
一

い

ま

す

・

一

な
お
、
乙
の
詳
細
に
つ
い
て
は
一

七
月
一
日
号
の
市
政
だ
よ
り
で
お
…

知

ら

せ

し

ま

す

。

-

L
 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

6
月

初

日

ま

で

に

な
っ
て
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
人
は
、
六
月
二
十

日
ま
で
に
福
祉
課
に
提
出
し
て
下

大』い。乙
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
支

給
停
止
に
な
り
ま
す
の
で
必
ず
提

出
し
て
下
さ
い
。

※
所
得
状
況
届
は
福
祉
課
、
ま
た

は
、
近
く
の
出
張
所
に
あ
り
ま

す。。
。
。

耳
と
言
葉
の相

談
日

6
月
刊
日
(
土
)

午
後

1
時

I
4時

福
祉
セ
ン
タ
ー

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

国

保

相

ご

存

じ

談
』ー

で

す

か

健
康
保
険
の
被
扶
養
者
の
認
定
は

国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
の
適

用
範
囲
は
、
会
社
な
ど
職
場
の
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
(
被

保
険
者
と
被
扶
養
者
と
認
定
さ
れ

た
家
族
)
や
生
活
保
護
適
用
者
を

除
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

職
場
の
健
康
保
険
の
場
合
、
家

族
に
つ
い
て
の
被
扶
養
者
の
適
用

(
認
定
)
範
囲
は
下
表
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
適
用
範
囲
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
乙
の
場
合

の
前
提
条
件
と
し
て
「
主
と
し
て

被
保
険
者
に
よ
っ
て
生
計
を
た
て

て
い
る
人
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す。
こ
の
こ
と
は
、
被
扶
養
者
と
し

て
認
定
を
受
け
る
人
の
年
間
収
入

が
一
定
額
以
上
(
一
般
的
に
は
七

十
万
円
以
上
と
さ
れ
て
い
ま
す
)

あ
れ
ば
認
定
さ
れ
な
い
乙
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
健

康
保
険
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
た

人
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
健
康
保
険
の
適
用
範
囲

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
勤
務
先
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

覧表

万事「きがら

| 日雇健康保険

①直系尊属
②配偶者(内縁を含む)
③子
④孫、弟妹

三親等内の親族

被扶養者の範囲

被保険者と !被保険者と ! 被保険者と
の生計関係 |の世帯関係 | 健康保険、船員保険

1 被保険者と|①直系尊属
同じ世帯に I@配偶者(内縁を含む)
いなくとも|③子
よい人 |④孫、弟妹
被保険者と|①三親等内の親族
世帯が同じ I@内縁配偶者の父母及び子
でなければ I@内縁配偶者の死亡後の父
ならない人| 母及び子

主として被
保険者によ
って生計を
たてている
人

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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月

は

市

県

民

税

一||一4
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「町務連絡員

l 総会行われ

町
務
連
絡
員
総
会
が
こ
の
ほ
ど

中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

各
部
落
の
町
務
連
絡
員
さ
ん
百
七

十
五
人
に
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
永
年
勤
続
者
十
二
人
の

表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
人
は
次
の
人
た

ち
で
す
。

永年勤続者を表彰

敬
称
時

田
中
誠
蔵
(
東
本
町
・
十
五
年
)

今
里
好
夫
(
古
賀
島
・
十
五
年
)

松
尾
武
(
大
川
田
・
十
五
年
)

仲
野
春
雄
(
本
町
第
二
・
十
年
〉

中
村
房
雄
(
坂
口
・
十
年
)

中
村
八
郎
(
古
町
五
区
・
十
年
)

松
尾
皐
月
(
岩
松
・
五
年
)

山
口
安
雄
(
片

町
第
一
・
五

年
)

木
寺
正
典
(
三

域
第

一
・
五

年
)

谷
口
義
次
郎

(諏
訪
七
区

.
五
年
)

小
浜
初
三
郎

(
新
城
・
五

年〉

宮
原
綱
雄
(
植

松
住
宅
・
五

年
)

期

分

の

納

期

月

で

す

鉄

道

妨

害

防

止

運

動

今
年
も
六

月
五
日
か
ら

二
十
五
日
ま

で
「
鉄
道
妨

害

防

止

運

動
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

乙
の
期
間

踏
切
事
故
防

止
と
子
供
の

鉄
道
事
故
防

止
を
重
点
に

本
運
動
が
進

め
ら
れ
ま
す

次
の
こ
と

に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

@
踏
切
事
故
防
止

ω踏
切
の
手
前
で
は
必
ず
一
旦

止
ま
っ
て
、
左
右
の
安
全
を

確
か
め
た
の
ち
通
行
し
て
く

だ
さ
い
。

ω踏
切
し
ゃ
断
機
が
降
り
よ
う

と
し
て
い
る
と
き
、
ま
た
は

警
報
機
が
鳴
っ
て
い
る
と
き

は、

踏
切
に
は
絶
対
に
入
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。

間
踏
切
の
向
側
に
一
車
長
の
余

裕
が
あ
る
の
を
確
か
め
て
か

ら
渡
っ
て
く
だ
さ
い
。

凶
踏
切
で
車
が
故
障
な
ど
し
た

と
き
は
、
ま
ず
先
に
列
車
を

止
め
る
手
配
を
し
、

次
に
車

を
脱
出
し
て
く
だ
さ
い
。

(
乙
の
場
合
、
踏
切
非
常
ボ

タ
ン
を
押
す
か
、
車
に
備
付

け
の
発
炎
筒
ま
た
は
赤
旗
を

振
り
な
が
ら
列
車
に
向
っ
て

走
っ
て
く
だ
さ
い
)

@
子
供
の
事
故
防
止

川
線
路
近
く
で
遊
ば
な
い
。

ω線
路
に
入
っ

た
り
、

線
路
を

通
っ
た
り
し
な
い
。

同
線
路
に
石
や
物
を
置
か
な
い

ω汽
車
に
向
っ
て
物
を
投
げ
な

、。
回
線
路
で
遊
ん
で
い
る
子
を
見

か
け
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
声
を

か
け
注
意
し
て
あ
げ
よ
う
。

(
長
崎
鉄
道
公
安
室
)

一

事

業

所

統

計

調

査

に

一

ー

ご

協

力

を

l

一

一

工

場

も

庖

舗

も

会

社

も

模
や
そ
の
産
業
別
構
成
が
明
ら

一

一

学

校

も

か

に

さ

れ

ま

す

の

で

、

い

わ

ば

~

日
本
の
産
業
の
見
取
図
を
つ
く
-

一

六
月
十
五
日
に
全
国
い
っ
せ

る
統
計
調
査
と
い
う
こ
と
に
な
一

一
い
に
事
業
所
統
計
調
査
が
行
わ
り
ま
す

。

一

一

れ

ま

す

。

し

た

が

っ

て

、

乙

の

調

査
か
一

一
事
業
所
と
い
う
と
、
一
般
に
ら
つ
く
ら
れ
る
統
計
は
、
園
、
一

一
な
じ
み
に
く
い
言
葉
で
す
が
、

都
道
府
県
や
市
町
村
で
の
経
済
一

一
工
場
、
庖
舗
、

会
社、

学

校

の

施

策

、
地
域
開
発
計
画
、
都
市
一

一
ほ
か
、
官
公
庁

病
院
、
国
鉄
計
画
、
国
・
県
民
所
得
の
推
計
一

一
の
駅
、
旅
館
、
組
合
な
ど
か
ら
地
方
交
付
税
の
算
定
な
ど
の
た
一

一
神
社
、

寺
院
に
い
た
る
ま
で
、
め
に
欠
く
乙
と
の
で
き
な
い
基
一

一
事
業
を
行
っ

て
い
る
一

定

の

場

本

的
な
資
料
と
し
て
大
変
重
要

一

一
所
が
事
業
所
で
す
。

な

も

の

で

す

。

一

一

調
査
は
、
乙
の
事
業
所
を
全

な
お
、
こ
の
調
査
で
知
り
得
一

一
国
漏
れ
な
く
調
べ
る
も
の
で
、
た
事
柄
は
、
統
計
を
つ
く
る
回
一

一
世
帯
を
漏
れ
な
く
調
べ
る
国
勢

的
だ
け
に
用
い
ら
れ
、
申
告
者
一

一
調
査
と
並
ぶ
最
も
基
本
的
な
統
の
不
利
益
に
な
る
よ
う
な
と
と
一

一
計
調
査
で
す
。

に

使
わ
れ
る
乙
と
は
絶
対
に
あ
一

一

調

査
の
内
容
は
、
経
営
組
織

り

ま

せ

ん

。

一

一
事
業
内
容
で
す
が
、
そ
れ
に
よ
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
一

一
っ
て
都
道
府
県

、
市
町
村
ご
と
で
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
一

一
の
事
業
所
数
、
従
業
者
数
の
規

い

し

ま

す

。

↑
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釜
川
内
の
ご
み
捨
場

閉
鎖
し
ま
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

釜
川
内
地
域
住
民
の
ど
協
力
に

よ
り
、
長
い
間
市
民
の
ど
み
捨
場

と
し
て
利
用
し
て
き
ま
し
た
釜
川

内
ご
み
埋
立
地
が
、
い
よ
い
上
満

ぽ
い
と
な
り
三
月
三
十
一
日
で
閉

鎖
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
前
に
も
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
し
、
ま
た
、

入
口
に

は
立
看
板
で
表
示
し
て
い
ま
す
が

入
口
周
辺
に
ご
み
を
捨
て
て
い
く

な
ど
、
実
に
迷
惑
き
わ
ま
る
行
為

を
平
気
で
行
う
人
が
い
て
、
付
近

住
民
は
言
に
及
ば
ず
、
美
し
い
郷

土
づ
く
り
を
目
ざ
す
市
民
は
大
変

困

っ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
心
が
け
、
お
互

い
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
次
の
乙

と
を
守
っ

て
美
し
い
郷
土
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

①
市
が
収
集
す
る

不

燃

一
般
世
帯
の
日
常
生
活
か
ら
出

※ 

る
空
カ
ジ
、

空
ビ
ン
、
ガ
ラ
ス

類
、
瀬
戸
物
く
ず
、
金
属
家
具

な
ど
で
す
。

①
集
積
所
へ
の
出
し
方

物

決
め
ら
れ
た
収
集
日
の
前
日
に

不
用
の
袋
に
入
れ
、
散
乱
し
な

い
よ
う
に
こ
ん
包
し
て
集
積
所

へ
持
出
し
ま
し
ょ
う
J

@
集
積
所
は
ご
み
捨
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

決
め
ら
れ
た
前
日
に
持
出
す
乙

と
を
お
忘
れ
な
く
。

@
一
般
家
庭
で
家
の
造
作
、
改
築

に
よ
っ
て
出
た
ガ
レ
キ
、
廃
土

な
ど
の
処
分
に
お
困
り
の
家
庭

は
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
こ
む
前

に
市
清
掃
謀
へ
ご
相
談
く
だ
さ

森
園
町
一
四
七

O
番
地

清
掃
課

曾
②
|
=
↓
茸
三
九

雷
②
i
二
八
一
四

使 っ正
い麻い大

z事手守「不正大麻・けし「
す 覚 。け

Z t hLー撲滅運動実施中ー」
剤撲

個は滅
人 、 運口五県まな会大ま全 ~J ・1"1}
に誤 動 か 月 で す っ 聞 き ん 国 犯 覚 び 最
とつ をら十はがて題な延的罪せ麻近
った 行不 五 、、いと社しにがい 薬

て
だ
け
で
な
く
社
会
に
も
計
り
知

れ
な
い
害
悪
を
も
た
ら
す
非
常
に

危
険
な
薬
で
す
。

け
し
に
は
多
く
の
品
種
が
あ
り

ひ
な
げ
し
、
お
に
げ
し
、
ち
し
ま

ひ
な
げ
し
、
ア
ル
プ
ス
げ
し
、
つ

の
げ
し
、
あ
さ
み
げ
し
、
は
な
び

し
そ
う
は
植
え
て
も
よ
い
け
し
で

す
が
、
ソ
ム
ニ
フ
エ
ル
ム
種
(
バ

パ
ヴ
ェ
ル
・
ソ
ム
ニ
フ
エ
ル
ム
・

雑

草

の

刈

~

田

植

賃

金

な

ど

V

~

決

ま

り

ま

し

た

v

r

農
業
委
員
会
は
今
年
の
田
植
田
植
機
械
に
よ
る
田
植
十
ア
~

~
賃
金
な
ど
を
次
の
よ
う
に
決
め

l
ル
当
り
四
千
五
百
円

t
い

リ

ま

し

た

。

五

千

円

~
※
乙
れ
は
標
準
で
す
か
ら
立
地
賃
耕
料
十
ア
ー
ル
当
り

γ

V

条

件

に

よ

っ

て

多

少

の

違

い

春

田

起

し

川

F

が

あ

り

ま

す

。

四

千

円

t
五

千

円

~

(
田
植
賃
金
男
女
と
も

一

日

当

植

代

か

き

v

v

り

三

千

円

t
四
千
円

F

い

食

事

っ

き

三

千

円

畑

耕

転

ん

食
事
な

し

三

千

五

百

円

三

千

円

t
四
千
円

γ

ピ
J
e---
正、
.2
・E'
t
J
-
-
B
r
-
-
f
、J
z
t
'
、
.2
・.，t
e
--e

，r-
J
・、
J
2
・:'、
f-e
，t
z
z
、J
・:
-、B
2.

，、

.・u
，

ま
ち
鴫
つ
く
り

明

る

い

暮

し

に

下

水

道

エ
ル
)
、
セ
テ
イ
ゲ
ル
ム
種
(
パ

パ
ヴ

ェ
ル
・
セ
テ
イ
ゲ
ル
ム
・
デ

イ
l
シ
l
)
は
植
え
て
は
い
け
な

い
け
し
で
す
。

不
正
栽
培
、
ま
た
、
自
生
し
て

わ
る
大
麻
・
け
し
を
発
見
さ
れ
た

時
は
、
保
健
所
へ
連
絡
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

(
大
村
保
健
所
)

取

り

は

い

ま

が

チ

ャ

ス

ン

市
内
を
ま
わ

っ
て
み
る
と
雑
草

が
生
い
茂

っ
て
い
る
空
地
を
見
受

け
ま
す
が
、
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
「
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ

チ
ソ
ウ
」
も
今
が
成
長
期
で
す
。

雑
草
が
生
い
茂
る
と
見
苦
し
い

だ
け
で
な
く
、

害
虫
の
発
生
源
に

も
な
り
ま
す
。

「
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ

ソ
ウ
」

な
ど
雑
草
の
刈
取
り
は
い
ま
が
チ

ャ
ン
ス
で
す
。

い
ま
の
う
ち
に
刈

っ
て
お
き
ま

・
し
ょ
・
っ
。

市
街
地
や
住
家
が
多
い
所
の
空

地
の
所
有
者
の
方
に
は
、

特
に
ど

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

…
間
関
開
閉
悶
…

勺

(ω
・
:
全
国
各
地
に
，
茶
摘
み
歌
M

山

が
流
れ
、
新
緑
の
野
山
に
赤
川

い
手
甲
、
す
げ
笠
姿
の
娘
さ
九

ん
達
が
、
忙
し
そ
う
に
新
茶
~

を
摘
み
と
っ
て
い
き
ま
す
。

日
@
!
大
村
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
f

も

グ
初
夏
の
風
物
詩
H

と
し
人

て
眺
め
ら
れ
ま
す
。

大
多
武
、
野
岳
の
一
帯
の
ほ
V

か
茶
畑
の
面
積
二
臥
・
九
へ
一

h

ク
タ

l
ル
か
ら
生
産
さ
れ
る
日

量
は
約
五
万
四
千
キ
ロ
、

主

日

と
し
て
地
元
で
消
費
さ
れ
ま
~

す
が
、

残
り
は
嬉
野
方
面
に
h

出
荷
さ
れ
て
お
り
、

大
村
産
V

と
し
て
好
評
を
博
し
て
い
ま
V

す
。

r

九
(
ω
:
・今
が
一
番

グ
お
茶
d

が
お
可

い
し
い
季
節
。
も
と
も
と
中
V

国
の
栄
西
禅
師
が
H

薬
湯
H

d

と
し
て
、

日
本
に
輸
入
し
た
♂

の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
、

全
山

国
的
に
有
名
な
茶
ど
乙
ろ
静

~

岡
で
は
、
栄
西
禅
師
の
徳
を

-
H

賛
え
る
行
事
な
ど
が
お
乙
な
γ

わ
れ
る
の
も
乙
の
こ
ろ
で
す
v



昭和53年 6月1日
1II11111nllllllllllllllll 111 111 1111111111111111111111111111111111111川11川11川11川11川川11川川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川111日11川川11川川川11川川川11川川11川1111111川川11川川11川11川1111111川川11川川11川川H川1111111111日1111111川川H川川H川11111刷川11刷川H川111川H川IIIl1l1l1l1川11川H川111川111川11川川H川川H川川11叩l目III~H 

りお おむ市政だより¥'5) 

※ 

下

水

道

東美しい/¥ーモ二ーをひ露

大村少年合唱団の第4回発表会がこのほど、市民会

舘で、聞かれ、 練習の成果を市民にひ露しました。

出演した少年少女たちは 『長崎県の子供』など17曲
を力いっぱい歌い、練習を支えてきた主催者の母の会

(岩田順子会長)の喜びもひとしおでした。

大村少年合唱団

備

え

て

理

想

「じ王

国賓として来日されていたネパーノレのビレンドラ国

王、アイシュ ワリヤ王妃が、先月19日、 園内旅行の途

次、長崎空港lζ着かれ、 県関係者並びに本市から永尾

市議会議長、大浦助役が出迎えました。長崎では平和

公園、出島などをど見学になりました。

ネパール国王

長崎県をご訪問

の

~.. 
都

市

づ

く

り

南北

くン花咲一フスス

黒木郷の井手トモさん方

黒木郷の井手トモさん方の裏山の畑に、北国の花、

スズランがかれんな花を聞き、近所の話題を集めまし

た。乙のスズランは15年前、北海道を旅行した際にア

イヌ部落で買った 5株を持ち帰り植えていたものです

来年もたく さんの花を咲かせるこ とでしょう。

家の花嫁銀行

大村市農業委員会(永尾五平会長〉はこのほど、市

役所で同委員会が設立した 『農家の花嫁銀行』を通じ

て結ぼれたカッフ。Jレ53組を招き、久保知事が特に筆を

ふるった色紙 「和』など記念品を贈りました。市長、

市農協長の激励にこたえて、代表の高木通孝さんから

「りっぱな農業を築きたいJと宣誓がありました。

53組に記念品を贈る

盛お

j蓑

西
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一
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注
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と
検
診

市政だより

-
胃
ガ
ン
の
集
団
検
診

昭和53年 6月1日
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いく界特ま 歳 で十全
日|診療科目 |医 院 名|所在地'1電話 | まな的にすま死五国

1 すいに 胃 。で亡歳の
|内 科 |琴尾医院|西三域 12-20561 ラもガ はすを死

18 1 1 ~"'::'':-k1 ~J 1: ~~:J シーシ 死る過亡
|整形外科 i牟田整形外科|古町 12-45011 ク 番 は 因人ぎ統

づと日 のがる計
|内 科 |松井医院|上久原 13-66241 けい本 トふ乙を

25 1 ' .~ ~: 1:-:-'.:_ ~ ':J ~'_"~:- [ ~~= ] がう人 ッえろみ
|外 科 |佐藤外科|杭出津 12-30701 なあに プ 、 か ま

一一l さり多 に六らす
診療時間午前 g時~宅後 8時 れがく あ 十 ガ と

※ 

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
胃
ガ
ジ
検

診
を
次
の
と
か
り
行
い
ま
す
。

乙
の
機
会
に
是
非
受
診
さ
れ
健

康
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
四
十
歳
以
上
の
人

料

金

無

料

実
施
日
七
月
中
旬

申
込
方
法
六
月
二
十
日
ま
で
に

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
を
ハ

ガ
キ
か
電
話
で
生
活
環
境
課
へ

ど
連
絡
下
さ
い

実
施
人
員
三
百
人
に
達
し
し
だ

い
締
切
り
ま
す
。

※
申
込
を
さ
れ
た
人
は
必
ず
受
診

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
場
所
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

-
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
と

B

・C
・G

予
防
接
種

小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児
を
対

象
と
し
て
、
ツ
反
検
査
と

B
・
C

-
G
接
種
を
行
い
ま
す
。

該
当
者
生
後
六
カ
月
以
上
、
四

歳
未
満
で
今
ま
で
一
度
も
受
け

な
か
っ
た
乳
幼
児

料

金

無

料

※
当
日
は
母
子
手
帳
を
ど
持
参
下

E
-

、。

J
』

r

、・
L
V

ツ反・ B.C.G予防接種目程

|実施場所|ッE検査|主 c品

市役所 | lA5 
諏訪公民館九

萱瀬出張所

三浦出張所

竹松出張所 /14 ね
鈴田幼稚園

ト一一一一一一一ー一

中地区公民館 || B/m / 
ぺ2福重出張所

% お松原出張所

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健
康
相
談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
面
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
は
お

で
か
け
下
さ
い
。

6月の妊婦と乳幼m児の健康相談日程

日|時 間 |場 所| 対 象

619:30"""11:00 大村保健所生後3カ月までの乳児

12 193:1300~~1115::000 0 竹松出張所 乳幼児

13L ~: ~~，.."，~! : ~~ 大村保健所生後4"""6カ月の乳児

13:30"""15:00 鈴田幼稚園妊婦と乳幼児

20 9:30~11:00 大村保壁垂亙直i生桂7カ月以上田乳児
13:30"""15:00 松原出 妊婦と乳幼児

2619:30"""11:00 萱瀬出 " 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

-1歳

6
カ
月
児
検
診

こ
の
時
期
は
、
赤
ち
ゃ
ん
時
代

を
卒
業
し
て
、
か
ら
だ
や
心
の
成

長
に
と
っ
て
大
切
な
時
期
で
す
。

対
象
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
生

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
同

年
九
月
か
ら
十
月
生
れ
で
、
ま

だ
受
け
て
い
な
い
幼
児
も
受
診

し
て
下
さ
い
。

日
時
六
月
六
日
・
十
六
日

午
後
一
時
三
十
分

t
二
時
受
付

場
所

市
役
所
第
一
会
議
室

料
金

無
料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

な
お
現
在
、
は
し
か
、
水
ほ
う

そ
う
な
ど
病
気
に
か
か
っ
て
い
る

お
子
さ
ん
は
、
次
回
に
お
受
け
下

さ
い
。

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い ※時聞はいずれも午後2時"""3時

試

験

-
毒
物
及
び
劇
物

取
扱
者
試
験

試
験
期
日

筆
記
・
実
地
と
も

七
月
七
日

場
所
長
崎
県
農
林
試
験
場

試
験
の
種
別

ム
一
般
毒
物
劇
物
取
扱
者

A
農
業
用
品
毒
物
劇
物
取
扱
者

ム
特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者

願
書
提
出
期
日
六
月
十
日
ま
で

※
詳
し
い
乙
と
は
大
村
保
健
所
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

曾
③
l
一
二
九
三

‘、‘
¥

大

村

公

園

一

り

の

花

菖

蒲

一

定

園

(

約

八

十

五

一

実

公

種

〉

は

、

年

一

蒲

寸

ご

と

に

優

美

一

a
I
1
-
4

さ
を
増
し
、

一

首

巨

大

今

年

も

シ

l

一

花

ズ

ン

を

迎

え

↑

ま

し

た

。

一
江
戸
・
肥
後
な
ど
約
三
千
株
、

一
六
万
本
が
い
っ
せ
い
に
花
を
咲
か

一
せ
そ
う
で
す
。

一
ま
た
、
ご
家
族
づ
れ
で
来
園
さ

一
れ
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
催

一
し
も
の
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

一
六
月
四
日
(
日
)

一
中
岳
浮
立
(
午
前
十
一
時
と
午

一
後
一
時
か
ら
)

一
日
本
舞
踊
・
藤
間
金
寿
満
社
中

一
(
午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で
)

一
六
月
十
一
日
(
日
)

一
民
踊
・
大
村
民
踊
協
会
(
午
前

十

一
時
か
ら
午
後
一
時
ま

で
)

琴
・
尺
八
演
奏
会
・
大
村
三
曲

協
会
(
午
後
一
時
か
ら
三
時

ま
で
)

場
所
は
両
日
と
も
花
菖
蒲
園
の

横
の
仮
設
舞
台
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
開
花
状
況
に
つ
い
て
は

市
尚
工
観
光
課
(
富
③
|
四
一
一

一
)
、
ま
た
は
大
村
市
観
光
協
会

(
曾
②
|
三
六
O
五
)
へ
お
た
ず

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

月

は

講

習

会

-
少
年
・
少
女

ヨ
ッ
ト
教
室

少
年
・
少
女
を
海
に
親
し
ま
せ

健
全
な
身
体
の
育
成
と
併
せ
て
海

事
思
想
の
普
及
、
船
に
対
す
る
知

識
の
向
上
を
図
る
乙
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

日
時
六
月
十
一
日
(
日
〉

開
校
式
午
前
九
時
三
十
分
か

ら
午
後
四
時
ま
で

(
六
月
か
ら
九
月
の
聞
に
五

回
開
催
し
ま
す
)

参
加
資
格
小
学
五
年
生
以
上

t

高
校
生

申
込
参
加
希
望
者
は
六
月
十
日

一
行
政
相
談
(
毎
月
第
二
木
曜
日
〉

…
・
国
や
県
、
市
な
ど
役
所
の
仕
事

一
に
つ
い
て
苦
情
や
要
望
.
質
問

同
な
ど

-
日
時
六
月
八
日

一
午
前
九
時
三
十
分

t
正
午

|相談|

市

県

民

税

ま
で
に
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
会
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
を
連
絡
す
る
乙
と

参

加

料

無

料

も
っ
て
く
る
も
の
ト
レ

l
ニ
ジ

グ
シ
ャ
ツ
、
タ
オ
ル
、
筆
記
具

昼
食

主
催
社
団
法
人
・
長
崎
県
モ
!

タ
ー
ボ

l
ト
競
走
会
(
玖
島
郷

一
五
番
地
雷
②
|
六
一
九
四
〕

-
婦
人
学
級

婦
人
学
級
の
受
講
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

開
設
期
間
六
月

t
来
年
三
月

申
込
先
・
社
会
教
育
課
(
曾
③

l
四
一
一
一
)

・
各
地
区
の
婦
人
会

申
込
期
限
六
月
十
五
日

市
民
相
談
室
で
す
べ
て
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す

/

情
頃
田
川
~
相
談
下
さ
い

登
記
相
談
(
毎
月
第
二
金
曜
日
)

.
土
地
や
建
物
の
登
記
問
題
な
ど

日
時
六
月
九
日

午
前
九
時
三
十
分

l
正
午

期

分

の

納

種別|会場|開催日|時間 i

木彫学殺煙竺空|第1・3火曜日

コーラス学級|中央公民館

読書学級|市立図書館|毎月 25日

大村生活学校i市民 会館|第 3月曜日

郡生活学校|福重出張所|毎月 1 回

な
お
、
乙
の
ほ
か
に
各
地
区
で

も
学
級
を
開
設
し
ま
す
。

内
容
は
消
費
生
活
、
家
庭
管
理

健
康
管
理
な
ど
に
関
す
る
学
習
で

法
律
相
談
(
毎
月
第
三
木
曜
日
)
一

・
土
地
問
題
、
金
銭
貸
借
、
戸
籍
一

登
記
、
相
読
、
扶
養
、
家
庭
内
一

の
い
ざ
こ
ざ
、
そ
の
外
一
般
法
一

律

問

題

な

ど

.

.

日

時

六

月

十

五

日

一

午
前
九
時
三
十
分

t
午
後
三
…

時

一

期

月

で

す

す。※
詳
し
く
は
社
会
教
育
課
へ

募

集

-

警

察

官六
月

一
日

t
二
十

受
付
期
間

口
M

一
次
試
験
八
月
六
日
(
日
)

試
験
場
所
長
崎
市
(
県
立
女
子

短
期
大
学
)

受
験
資
格
昭
和
二
十
六
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
三
十
二
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子
(
大

卒
者
ま
た
は
卒
業
見
込
者
)

※
詳
し
い
こ
と
は
、
近
く
の
警
察

署
、
派
出
所
、
駐
在
所
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

-
第
刊
回
簡
易
保
険

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

作

品

小
学
校
五
・
六
年
生

中
学
校
一

t
三
年
生

作
品
題
次
の
ど
れ
か
を
選
ん
で

く
だ
さ
い

⑦
課
題
「
簡
易
保
険
」
に
関

係
の
あ
る
も
の

@
自
由
題

長
さ
四
百
字
づ
め
原
稿
用
紙
五

枚
以
内

あ
て
先
大
村
郵
便
局
へ
持
参
し

応
募
資
格

て
く
だ
さ
い

し
め
切
り
六
月
三
十
日

入
選
発
表
十
月

入
選
者
に
は
学
校
を
通
じ
て
通

知
し
、
賞
状
、
賞
品
を
お
渡
し

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
大
村
郵
便
局
保
険
課

(
曾
②
l
二
八

O
一
)
へ

融

資

-
雇
用
促
進
融
資

対
象
施
設

ω労
働
者
住
宅

間
福
祉
施
設

@
保
健
施
設

@
給
食
施
設

の
託
児
施
設

@
教
養
文
化
施
設
⑧
購
売

施
設

間
職
業
訓
練
施
設

凶
通
年
雇
用
設
備
④
建
設
業

@
水
産
加
工
業

G
建
設
用

粘
土
製
品
の
製
造
業
@
採

石
業
及
び
砂
、
砂
利
、
玉
石

の
採
取
業
⑤
一
般
製
材
業

@
セ
メ
ジ
ト
製
品
の
製
造
業

同
身
体
障
害
者
作
業
施
設

附
心
身
障
害
者
多
数
雇
用
事
業

所
施
設

償
還
期
間
山
労
働
者
住
宅

@
耐
火
構
造
三
十
年
以
内

@
簡
易
耐
火
構
造
二
十
年

以
内

の
そ
の
他

十
八
年
以
内

凶
福
祉
施
設
、
職
業
訓
練
施
設

身
体
障
害
者
作
業
施
設

④
耐
火
構
造
二
十
年
以
内

@
そ
の
他
十
五
年
以
内

(
④
@
と
も

一
年
以
内
据

置
き
)

。
設
備
備
品
の
購
入
(
改
造
)

五
年
以
内
(
六
カ
月
以
内

据
置
き
)

ω通
年
雇
用
設
備
建
設
業
、

建
設
用
粘
土
製
品
の
製
造

業
、
採
石
業
及
び
砂
、
砂

利
、
玉
石
の
採
取
業
、
一

般
製
材
業
五
年
以
内

(
六
カ
月
据
置
き
)

水
産
加
工
業
及
び
セ
メ
ン

ト
製
品
の
製
造
業

凶
心
身
障
害
者
多
数
雇
用
事
業

所
施
設
@
労
働
者
住
宅

凶
に
同
じ
@
作
業
施
設
・

管
理
施
設
・
福
祉
施
設
聞

に
同
じ
の
設
備
備
品
七
年

以
内
(
一
年
据
置
き
)

貸

付

額

中

小

企

業

八

O
t九

O
M
m以
内

大

企

業

七

O
l八
O
形
以
内

利
率
中
小
企
業
年
六
・
五
形

大
企
業
年
七
・

O
M

申
込
先
県
内
の
取
扱
金
融
機
関

※
詳
し
く
は
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

県
雇
用
保
険
課
、
職
業
訓
練

課
、
公
共
職
業
安
定
所
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ス
ポ
ー
ツ

回
第

1
回
市
民

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
祭
り

「
和
気
あ
い
あ
い
」
を
テ

l
マ

に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
一
日
を
楽
し

み
、
体
力
づ
く
り
を
す
る
た
め
次

の
・
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
六
月
十
一
日
(
日
)

午
前
九
時

場
所
市
民
体
育
館

種
目
ダ
ブ
ル
ス
(
全
種
目
)

ω
一
般
男
・
女
の
部

ω初
心
者
男
・
女
の
部

同
教
職
員
の
部

凶
マ
マ
さ
ん
の
部

「ースポーツなど相談はー「

」一一一体育指導委員へ一一一」

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
季

節
万
す
G

市
教
育
委
員
会
は

皆
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
に
下
表
の

と
お
り
体
育
指
導
委

員
を
任
命
し
て
い
ま

す。
各
地
域
の
体
育
振

興
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー

と
し
て
、
ど
相
談
下

さ
い
。

使
用
球
一
般
男
・
女
ヨ
外
は
メ

イ
ピ
ス
(
ナ
イ
ロ
ジ
製
)

参
加
料

一
般
男
・
女
五
百
円
(
一
人
)

そ
の
他
は
三
百
円
(
一
人
)

試

合

ト

l
ナ
メ
ン
叫
と
し
、
一

回
戦
の
敗
者
の
ト

l
ナ
メ
ジ
ト

も
行
・
つ

申
込
出
場
種
目
を
記
入
の
上

玖
島
郷
二
五

市
役
所
内

パ
ド
ミ
シ
ト
ン
協
会

中
島
泰
二
さ
ん
へ

申
込
締
切
六
月
九
日

回
少
年
野
球
大
会

五
月
十
三
日
・
十
四
日
、
市
営

球
場
ほ
か
三
会
場
で
行
わ
れ
た
第

L
 

E
 

T
 

技特所住名|

朝

仁

渡

仙

氏

深堀

八
回
少
年
野
球
大
会
の
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〈
小
学
生
の
部
〉

優
勝
西
大
村
チ
l
ム

二
位
鈴
田
チ
l
ム

三
位
旭
ク
ラ
ブ
A
チ
l
ム

旭
ク
ラ
ブ

B
チ
l
ム

〈
中
学
生
の
部
〉

優
勝
上
久
原
チ
l
ム

二
位
九
電
チ
l
ム

三
位
西
大
村
チ
l
ム

竹
松
本
町
チ

1
ム

も

よ

お

し

-
読
売
日
本
交
響
楽
団

演
奏
会

今村

前
売
券
発
売
中

乙
の
演
奏
会
は
、
す
ぐ
れ
た
舞

台
芸
術
を
多
く
の
人
に
鑑
賞
し
て

も
ら
う
た
め
に
、
文
化
庁
が
移
動

芸
術
祭
と
し
て
巡
回
公
演
を
し
て

い
る
も
の
で
す
。

日
時
六
月
二
十
一
日

午
後
六
時
三
十
分
開
演

場
所
市
民
会
麓
ホ

1
ル

指
揮
H

外
山
雄
三

ピ
ア
ノ
独
奏
V
荒

憲

演
奏
曲
目

・
メ
ジ
デ
ル
ス
ゾ
l
ン

作

曲

歌

劇
「
フ
ィ
ン
ガ
ル
の
洞
窟
」
序

曲
-
グ
リ
l
ク
作
曲
ピ
ア
ノ
協
奏

曲
イ
短
調
作
品
二
ハ

・
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
作
曲

交
響
曲

第
八
番
ト
長
調
作
品
八
八

入
場
券

A

千
五
百
円
(
一
般
)

B

七
百
円
(
小
中
高
生
)

前
売
券
発
売
所
森
竹
電
器
居
、

ア
オ
パ
ラ
ジ
オ
底
、
原
田
楽
器

底
、
長
崎
書
庖
、
商
工
会
議
所

市
役
所
市
民
相
談
室
、
公
民
館

社
会
教
育
課

※
お
問
合
せ
は
市
社
会
教
育
課
へ

↑
ご
寄
付
・
ご
好
意

-
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

一面目敬称略

一
社
会
福
祉
事
業
費
へ

…
マ
岸
洋
子
(
久
原
団
地
・
亡
夫

一
常
喜
}
五
万
円

一
マ
岸
正
美
(
片
町
・
亡
父
岩
衛
)

一

二

万

円

↑
マ
北
村
美
恵
子
(
一
の
郷
・
亡

…
夫
進
)
一
万
円

…
マ
玉
田
太
朗
(
栃
木
県
字
都
宮

一
市
・
亡
父
寛
二
)
十
万
円

一
マ
山
口
和
男
(
上
諏
訪
・
亡
父

-
柘
雄
)
五
万
円

~
マ
原
口
寅
太
郎
(
池
田
郷
・
亡

妻
ヨ
シ
)
三
万
円

敬称略

:武部郷105-5 野 球 3-1649 

;武部郷120 体 操 2-4378 

!原郷1016 陸 上 5-8961 

!久原郷51 野外活動 2-5612 
←←一一ー一一一一一一一一一

一ーミツ子 ーノ郷314-4 体 操 5-7475 

中島泰二 木場郷536-1 ノfドミジトツ 4-2738 

今村常雄 久原郷481-3 剣 道 3-1427 

川口一典 乾馬場郷1227の1ソフトボ-Jレ3-4737 

白浜千寿子 徳泉川内郷199の2リズム運動 2-4758 

阿比留秀敏 諏訪郷287-3 陸 上 3-1519 

早田正裕 古賀島町133-2バレーボール2-2624 

氏福治昭 乾馬場郷874 バレーポール3-4600 

森上吉郎 東諏訪住宅38 庭 球 3-4640 

一瀬一春 岩松郷877 ソフトボール4-2048 

松井 時今富郷335-1 ソフトボ-Jレ5-8386 

江原綬之 松並町4-206 サッカー 2-2702 

中嶋米雄 東三城町1021-1 陸 上 3-2517 

牧 逸馬 小路口第2住宅3ソフトボール3-8512 

新高英男 協和町750-1 野 球 2-6289 

前田征一郎 鬼橋町ろ217 バレーボ-Jレi5-8330
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